
 
 

ビーバー(BVS)隊  

11/1 秋の工作をしました。

前回の活動が芋ほりだったの

で、解散の時に「次の集会で、

このお芋がどんなお料理になったか教え

てね」と〝宿題″が出ていました。おいし

そうなお料理がたくさん紹介され、それを

好きな材料を使って作ってみました。こち

らもおいしそうなお芋料理がたくさん出来上がりました。工作の好きなスカウトたちはお芋料

理を完成させると、それぞれ好きなものを自由に作っていました。自由な創造力、創造力はな

かなかのものです。 

11/23 工作＆ゲーム。「ルールをちゃんと守

ると運がある」をテーマに、紙ひこうき大会を

開催しました。まずは自由に紙ひこうきを作っ

て飛ばしてみると、キレイに折られたものほど

よく飛ぶ結果に。手作りカタパルトで飛ばす２

回戦の準備中、「キレイに作ればよく飛ぶ」こ

とに気がついたスカウトたちは、ホッチキスの

止め方ひとつにもこだわって作りました。計測

係もスカウトが担当、役割分担を決めてテキパキと正確に測っていました。楽しむために、一

番になるために、協力して真剣に取り組む姿を見せてくれました。 

12/6 翌週のサヨナラパーティーでは、団全

体でゲームが行われます。そこで前回の集会

に引き続き「ルールを守って楽しく遊ぶ」を

テーマにいろいろなゲームをして遊びました。

個人戦、チーム戦、負けそうになるとくじけ

てしまっても気を取り直したり、どうしても

立ち直ることができなかったりもありました

が、だんだん自分の中で折り合いが付けられ

るようになってきました。 

 

カブ(CS)隊  

11/1 チャレンジ章の「通信博士」を

取ろうということで、２つの課題に取

り組みました。まずは「暗号作り」。

ハイキングの時にリーダーからどんな

暗号を出されたかを思い出しながら、組ごとに暗号

文を考えました。出来上がった暗号文は、組同士交

換し、互いに解き合いました。2 つ目は「手旗訓練」。

綾田Lの指

導の下、手

旗の基本

原画の打ち方の練習をしました。手旗はあまり多くの

スカウトが同時にはできないので、半分のスカウトは、

ボーイ隊とのハイキングで必要な「コンパス訓練」を

しました。拓洋 L の指導の下、コンパスの使い方の練

習（指定された方位角に向かう）をしました。あとは、

手話を体験すると「通信博士」がクリアできます。ど

なたか手話を教えられる方はいませんか? 
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11/22 今年もパインウッドカーの時期がや

ってきました。今年は自動車のデザイナーを真

似て、まずは粘土を使って作りたい車のイメー

ジを立体的に表してみました。5 年生になると、

粘土いじりも久しぶり。車の形作りでなく、普

通の粘土細工に盛り上がってしまいましたが、

何とか仕上げ、出来上がった形を原木に写し込

みました。今回は、切る・削る・磨くは自宅で

の作業になります。 

11/23 今年度から改定のあったカブスカウ

トの課程において新たに設定された、くまスカ

ウトがボーイ隊のハイキングに参加する「くま

ハイク」。ボーイ隊のお兄さんたちと一緒に相

模湖の湖畔から座標で指示された地点に向かって、コンパスと地図を使って進みました。ボー

イ１名にカブ３名という班編成でしたが、途中のチェックポイントで出された課題もしっかり

クリアして、リーダーの想定よりだいぶ早くゴールまでたどり着きました。前週の訓練の成果

がでたようです。 

12/6 手旗の復習を行ったあとは、パインウッドカー作りを行いました。自宅で磨いてきた車

と各自用意してきた「錘」を合わせて、重量オーバーしていないかなどプレ車検をしました。

最後の色塗りは冬休みの宿題になります。 

 

「月の輪過程」始動！ 

くまスカウトがボーイ

隊への上進準備として活動する「月の輪課程」

がスタートしました。これまでは「上進章課程」

と言われていましたが、カブ部門のプログラム

改定に伴い、内容が見直されたうえで、「月の

輪」という名称になりました。胸元に三日月（月

の輪）模様があるツキノワグマが由来です。 

12/13 サヨナラパーティーにて月の輪組が

結成されました。くまスカウト６名は月の輪章

とネッチリングを授与されました。また、担当リーダーのほか、ベンチャー隊とボーイ隊のス

カウトから１名ずつ月の輪コーチが任命されました。 

12/27 第１回目の月の輪集会が実施されました。

最初はオリエンテーションとしてこれからの活動に

ついて。それから、ゲーム形式でこれまでカブ隊で

学んだ技能について復習しました。その後は、ボー

イ隊上進に際し求められる「初級課目」について。

「スカウトサイン」「敬礼」「握手」、ボーイ隊以

上の「ちかい」と「おきて」などを学びました。「ち

かい」と「おきて」は今後ずっと心に刻んでいくス

カウトの

心の拠り

所です。

しっかり覚えてください。 

12/31-1/1 ボーイ隊が参加している明治神宮か

がり火奉仕の様子を保護者とともに見学に行きま

した。大晦日の夜１１時からでしたが、全６名の月

の輪スカウトが参加しました。東京連盟からの奉仕

要請に応じた多くの他地区のスカウト達とともに、

月の輪コーチの Y くん・S くんも凜々しく奉仕中



でした。河治ボーイ隊隊長に明治神宮本殿や警備本部の裏側などを案内していただき、大勢の

参拝客が参道に並んで年が明けるのを待っている様子なども見学しました。１時間ほど見学し、

ちょうど境内にてみんなで新年を迎えることができました。スカウト達にとって、いつもと違

った年明けになったことと思います。 

 

ビーバースカウト、カブスカウト大募集中です。 

お知り合いへのお声かけ、ご紹介をお願いします。 

 

ボーイ(BS)隊  

11/1 班ハイクの準備を行いました。実際に歩

くルート計画を立て、読図の訓練をしました。 

11/8 「フェスタ谷戸」奉仕を行いました。残

念ながら雨天だったのでメインである火起こ

し体験はできず、視聴覚室で「箸の達人」というゲームコー

ナーを行いました。参加してくれた子ども達が楽しめるよう

に、積極的にゲームを盛り上げてくれました。 

11/15 来週の班ハイクに向けて、計画の最終調整を行いま

した。またハイキング中に使用する地図とコンパスを使った

訓練も行いました。 

11/22-23 隊キャンプを行いました。主な活動は、相模湖

周辺の班ハイクと、カブ隊くまスカウトとの合同ハイキング

です。1 日目は班ハイク。スカウトたちは自分たちで計画を

決め、自分たちだけでハイキングを行います。出鼻で逆方向

の電車に乗ってしまうハプニング。しかし、その後は遅れた

時間を取り戻すため、懸命に歩いていたようです。班ハイク

終了後は、神奈川県相模湖の近くでキャンプを行いました。

近くのテーマパークのイルミネーションを見に行くという

ご褒美もありました。2 日目は合同ハイキング。それぞれの

班に分かれて、ボーイ隊・カブ隊が一緒にハイキングをしま

す。地図やコンパスの使い方を教えているボーイのスカウト

たちが印象的でした。カブのスカウトも元気に歩いており、

チームワークもとてもよかったみたいです。 

12/31-1/1 明治神宮でのかがり火奉仕に参加し、３交代

制で警備をしました。大晦日から元旦に掛けての深夜の寒さ

の中、制服姿で立派に努めを果たしました。途中で月の輪の

スカウトが見学に訪れてくれて、元気づけてくれました。 

 

 

ベンチャー(VS)隊 

11/1 Ｙくんが、隼スカウト章取得の

ための団面接に臨みました。 

11/3 Ｙくんが、隼スカウト章取得の

ための地区面接に臨みました。 

11/26 あすなろ地区委員会の場において、Ｙく

んが隼スカウト章を伝達されました。東京連盟の

中でＹくんは１８０人目、中野８団では 2 人目の

隼章スカウトです。 伝達式には多くの関係者が

集まり、進級を祝福して頂きました。今年 4 月か

ら議長としてベンチャー隊の先頭に立って 

 

 



活動に取り組み、夏キャンプと SW キャンプではプロジェクトを展開する等、非常に難しい課

題に挑戦していた様子が高く評価されました。 

11/27 Ｏくんが、富士スカウト章取得のための東京連盟面接に臨みました。 

12/11 東京連盟理事会の場においてＯくんの

富士スカウト章伝達が行われました。中野８団

初めての富士スカウト（日本連盟 No．３２６

３）が誕生しました。伝達式には多くの関係者

が集まり、進級を祝福して頂きました。 

12/27 Ｙくんがカブ隊くまスカウトの月の輪

集会にコーチとして参加しました。 

12/31-1/1 明治神宮でのかがり火奉仕にＹ

くんが参加し、３交代制で警備をしました。大

晦日から元旦に掛けての深夜の寒さの中、制服

姿で立派に努めを果たしました。 

 
ローバー(RS)隊 

11/14-15 東京連盟ローバー

100 キロハイクが行われました。

芝・増上寺を14時にスタートし、

都内の７か所のチェックポイン

トを回り、翌日 14 時までに増上

寺に戻ってくるというコースです。雨の

降る中 332 名が参加しました。深夜に

は気温が下がるだけではなく、雨もさら

に冷たく感じる過酷な条件の中、完歩率

はいつもより低い 40.7%。８団から参

加したＮさんは残念ながら午前２時頃、

50 キロ付近の CP4 でリタイア。それでも万歩計の記録は 7 万歩近くなったそうです。リタ

イア後は増上寺に戻り、ベンチャー隊Ｋリーダーと共に実行委員としての仕事をしました。そ

して閉会式でＳさんが翌年のユース実行委員長に任命されました。 

12/6 東京連盟にて、地区ローバー代表ミーティングが行われ、Ｓさんとベンチャー隊Ｋリー

ダーが出席しました。100 キロハイクの反

省と、地区間の活動情報交換、全国ローバ

ースカウト会議情報の共有が行われまし

た。 

12/12-13平成27年度CJKプロジェク

ト・バングラデシュ派遣の第１回事前集会

が行われ、Ｎさんが出席しました。全国か

ら参加する10名のスカウトが顔を合わせ、

役割分担を決めたり、活動内容の検討をし

ました。 

12/27 平成 27 年度 CJK プロジェク

ト・バングラデシュ派遣の第２回事前集会が行われ、Ｎさんが出席しました。１回目に引き続

き、活動内容の検討をしました。 

12/27 あすなろ地区ローバー定

例会が行われ、Ｎさん、ボーイ隊Ｋ

リーダー、ベンチャー隊Ｋリーダー

が出席しました。検討中のローバー

憲章がほぼ出来上がりました。翌年

度の企画案２つについて話し合いま

した。 

１１、１２月のスカウト進歩情報 
 

 

VS： Ｔ．Ｏ．くん 

Ｋ．Ｙ．くん 

富士スカウト章 

隼スカウト章 

 



 

 

中野８団発足 50周年 
記念式典 
中野８団が 1965 年（昭和 40

年）に東京 260 団として発足し

て今年で 50 周年。サヨナラパー

ティーの機会に記念式典が行わ

れました。 

現役スカウトを主役に、という育成会長の方針の元、大人の挨拶は簡単に、現在活躍するベン

チャースカウトの、富士章、隼章プロジェクト発表、世界ジャンボリー参加報告などが中心と

なる、親しみやすい式典が行われました。登録スカウトと関係者には、50 周年記念のカップ

が贈呈されました。50 周年を振り返る活動写真紹介では、だんだん年代がさかのぼり、若手

指導者たちのスカウト時代や、オールド(?)指導者たちの若かりし頃の写真が公開され、現在と

の違いに驚きの声が上がったりしていました。 

 
サヨナラパーティー 
毎年恒例 12 月のサヨナラパーティーが、12/1３に谷戸小

学校を借りて行われました。 

午前中は 50 周年記念式典を行い、いつもとは少し違った

趣になりました。午後はゲームとケーキデコレーションコ

ンテスト、プレゼント交換で盛り上がりました。 

ゲーム大会 

園児から高校生までが一緒に入り混じって６チームに分かれて班を作り、「スカウト活動」を

テーマにした「キャンプの炊事道具集め」「伝言ロープ結び」などのゲームで盛り上がりまし

た。各チームのキャプテン役になったボーイ隊、ベンチャー隊スカウトのリードとチームワー

クがポイントとなりました。優勝チームにはゲームを象徴

したＢＳＡのワッペンが授与されました。 

ケーキデコレーションコンテスト  

恒例のケーキデコレーションコンテスト。今年はロールケ

ーキを縦に置いてみるという今までになかったアイデアも

飛び出しました。ゲームの時の班で、それぞれ素敵な作品

を作り上げていました。大人の投票で優秀チームが決まり

表彰されました。 

プレゼント交換 

ビーバー隊から順番にくじ引き、くじに書いてあった動物を体育館に散らばったボールに張り

付けてある絵の中から探す！そして早く探せた順に欲しいプレゼント包みを選びました。すて

きなプレゼントに巡り合えたかな？ 

とぴっくす 



 

スカウト豆知識 

 

 

 

 

カブ隊のくまスカウトが、ボーイ隊への上

進準備を行う過程は、いままで「上進章過

程」と呼ばれていましたが、改定に伴い、

昔の名前「月の輪」が復活しました。そし

て、月の輪のチーフリングが新たに作られ

ました。ツキノワグマの胸元の三日月マー

クそのままに、ネッカチーフを止めると、

ツキノワグマと同じように白い三日月が首

元に光ります。くまスカウトが強いツキノ

ワグマのように見えませんか？ 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

 

 

 

 
 

  
 

「上進時期について」 

 
平成２７年から教育規程が改定されました。 

本来、ビーバー部門、カブ部門は学年進級を基本としており、小学校における学年区分は児童の発

達心理に合せて、低学年(小学校１・２年生)、中学年(３・４年生)、高学年(５・６年生)に区分して

おります。発達心理における発達とは、身体・認知・感情・言語・社会・道徳性であり、この点や

上記の児童期の３区分を照し合せても、中学年以上がカブ活動に適合していると考察されます。そ

してカブ部門の進歩課目(修得課目)は、当該年代の少年が学年に応じて身に着けてほしい課目、さ

らに修得が可能な課目を設定しています。そのため上進時期を該当する学年の4月に改正しました。 

＜ビーバースカウト＞ 

小学校１～２年生の児童とします。ただし団として対応ができる隊は、小学校入学前の１月から３

月までの児童を仮入隊として対象とすることができます。 

小１：ビーバー、小２：ビッグビーバー 

<カブスカウト> 

小学校３～５年生までの児童とします。 

小３：うさぎ、小４：しか、小５：くま 

＜ボーイスカウト＞ 

小学校６年生～中学校３年生までの児童・生徒とします。 

 

リーダーの活動 

11/1 団会議  

11/5 地区円卓会議   

11/8 フェスタ谷戸  

11/26 隼章地区伝達  

11/28 東連ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ指導要員

研究集会 

 

11/29 地区指導者研修ｾﾐﾅｰ  

11/29 地区指導者研修ｾﾐﾅｰ

奉仕 

 

11/30 東連盟ﾊﾟｲﾝｳｯﾄﾞﾀﾞｰ

ﾋﾞｰ実行委員会 

 

12/3 地区特別円卓  

12/6 団会議  

12/20 東連コミ集会  

活動で見つけ

たほのぼの話 

活動の写真はホームページにアップされています。 

個人情報保護のためパスワードがかかっていますので、

隊長にパスワードをご確認の上、アクセスして下さい。 

http://members2.jcom.home.ne.jp/bsn8/ 

 


